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	危険生物図鑑
	モンハナシャコ
	　モンハナシャコの目は、10万色も見分けることができると言われています。人間や他の動物には見えないものがモンハナシャコには見えているようです。何が見えているのか気になりますね。
	きけんせいぶつずかん



	危険生物図鑑
	スローロリス
	　インドや東南アジアに生息する、小さいサル。
	　サルの中でスローロリスだけがドクを持っています。ドクは、わきの下から出ており、毛づくろいをしながら全身にぬっています。
	　スローロリスの動きはとてもゆっくりで、てきにねらわれたら逃げられないため、ドクを作れるようになったとされています。
	　ドクがとてもくさく、ヤマネコや、ヒョウ、クマでさえ逃げ出すほどです。
	　ちなみに「ロリス」は道化師（ピエロ）という意味。
	スローロリスの ドクは どこから でていますか？
	スローロリスは どんな 動きですか？
	スローロリスのどくには どんな とくちょうが ありますか？




